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緑につつまれ友愛に満ちた

市民のまち稲城
2010
平成22年

第1036号5.1
毎月1日・15日発行

市の花
「梨」

５月の休日窓口　９日（日）、22日（土）　８時30分～５時（正午～１時を除く）　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課、子ども手当臨時受付窓口（９日のみ）

主
な
記
事

稲城市消防団新体制でスタート ２面
５月は（軽）自動車税の納期です ３面
水切りと分別でごみを減らしましょう！ ４面
児童育成手当 ５面
後期高齢者医療制度 ６面
登録しませんか　臨時職員 ７面
胃がん検診 ８面

表１　住宅用地などの負担調整措置
負担水準 調整方法

100％以上 100％まで引き下げる。

80％以上100％未満 前年度据え置き

80％未満
当該年度評価額に住宅用地等特例率を乗じて得た額の５％を前年度の課税
標準額に加える（上限80％）。
ただし20％未満の場合は、20％に引き上げる。

表２　商業地などの宅地の負担調整措置
負担水準 調整方法

70％超 70％まで引き下げる。

60％以上70％以下 前年度据え置き

60％未満
当該年度評価額に住宅用地等特例率を乗じて得た額の５％を前年度の課税
標準額に加える（上限60％）。
ただし20％未満の場合は、20％に引き上げる。

表４　新築住宅に対する固定資産税の減額措置（認定長期優良住宅を含む）
減額対象範囲 床面積 減額期間

下記以外の住宅 50㎡以上280㎡以下（共同住
宅は、40㎡以上280㎡以下）
で120㎡を限度

新築後３年間（認定長期優良住宅は５年間）

３階建以上の耐火及
び準耐火構造の住宅 新築後５年間（認定長期優良住宅は７年間）

表５　住宅改修工事に伴う固定資産税の減額措置

対象家屋 条件など 減免限度面積
（１戸あたり） 減免額

住宅耐震改修
（※１）

昭和57年１月1日以
前に建築された住宅

耐震基準に適合した30
万円以上の耐震改修工
事

120㎡まで
改修完了日により
１～３年間２分の
１減額（※３）

バリアフリー改
修（※２）

平成19年１月１日以
前からある住宅（賃
貸部分を除く）

・65歳以上の方、要介
護等の方または障害者
の方が居住するもの
・補助金を除く自己負
担額が30万円以上のバ
リアフリー改修など

100㎡まで 翌年度分を3分の
１減額

省エネ改修（※
２）

平成20年１月１日以
前からある住宅（賃
貸部分を除く）

一定の要件を満たす省
エネ改修 120㎡まで 翌年度分を3分の

１減額

※１　 耐震改修に対する減額は、他の減額とは併
用できません。

※２　 バリアフリー改修と省エネ改修の両方の工
事を行った場合、重複して減額されます。

※３　 改修完了日に応じた減免期間は右表のとお
りです。

表３　住宅用地に対する課税標準の特例措置

用地区分 ・ 説明
特例率

固定資産税 都市計画税

住宅用地（※）
小規模住宅用地 １戸当たり200㎡まで 評価額×1/6 評価額×1/3

一般住宅用地 200㎡を超える部分 評価額×1/3 評価額×2/3

非住宅用地 店舗、工場、更地など 特例措置なし
※ 住宅用地は、その敷地に建っている居住用家屋の床面積の10倍まで認定されます。家屋を取り
壊した場合、住宅用地とは認定されません。

改修完了日 減免期間
平成18年１月１日～21年12月31日 ３年間
平成22年１月１日～24年12月31日 ２年間
平成25年１月１日～27年12月31日 １年間

固定資産税・
都市計画税

土
地
の
評
価

　

土
地
は
、
地
目
ご
と
に
評
価
方

法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
評
価

上
の
地
目
は
、
土
地
登
記
簿
上
の

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家
屋

及
び
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
に
、そ
の
価
格
（
適
正
な
時
価
）

に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
税

金
で
、
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
た
め
の
重
要
な
財
源
で
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
税
は
、
公
園

地
目
と
は
別
に
、毎
年
１
月
１
日
現

在
の
現
況
を
基
準
に
評
価
し
ま
す
。

　

21
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

税
負
担
の
均
衡
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
、引
き
続
き
負
担
調
整
措
置（
表

１
・
表
２
参
照
）
が
と
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

負
担
水
準
（
前
年
度
の
課
税
標

準
額
に
対
し
て
今
年
度
の
評
価
額

が
ど
の
位
の
水
準
に
達
し
て
い
る

か
）
の
低
い
土
地
に
つ
い
て
は
、

一
定
水
準
に
達
す
る
ま
で
毎
年

５
％
ず
つ
課
税
標
準
額
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

○
負
担
水
準
（
％
）
＝
〔
21
年
度

課
税
標
準
額
（
比
準
）
÷
（
22
年

度
評
価
額
×
特
例
率
）〕
×
100

　

家
屋
の
課
税
標
準
額
は
評
価
額

と
同
じ
で
す
が
、
土
地
に
つ
い
て

は
課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
あ
り

ま
す
（
表
３
参
照
）。
住
宅
の
敷

地
に
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、

そ
の
広
さ
に
よ
っ
て
、「
小
規
模

住
宅
用
地
」「
一
般
住
宅
用
地
（
小

規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅
用

地
）」
に
分
け
て
特
例
措
置
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

※
同
一
敷
地
内
の
個
人
住
宅
及
び

共
同
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
場
合
、

併
設
さ
れ
る
駐
車
場
な
ど
が
塀
や

柵
・
道
路
な
ど
で
明
確
に
分
離
さ

れ
て
な
く
、
契
約
行
為
が
さ
れ
て

い
る
居
住
者
専
用
の
場
合
は
、
申

告
に
よ
り
住
宅
用
地
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

家
屋
の
評
価

　

家
屋
に
つ
い
て
は
、種
類（
住
宅
、

共
同
住
宅
、事
務
所
、店
舗
、付
属

家
、工
場
な
ど
）、構
造（
木
造
、鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、鉄
骨
造
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
な
ど
）、

床
面
積
、
間
取
り
、
使
用
資
材
と

そ
の
使
用
量
及
び
施
工
の
程
度
に

よ
り
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

　

新
築
し
た
住
宅
が
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
新
た
に
課
税
さ

れ
る
年
度
か
ら
一
定
の
期
間
、
固

定
資
産
税
が
２
分
の
１
減
額
さ
れ

ま
す
（
表
４
参
照
）。

　

対
象
と
な
る
住
宅
に
つ
い
て
、

一
定
の
改
修
工
事
を
施
し
た
場
合
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
（
表
５
参
照
）。

　

こ
の
減
額
措
置
を
受
け
る
に

は
、
改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ
月

以
内
の
申
告
が
必
要
で
す
。

償
却
資
産
の
評
価

　

償
却
資
産
と
は
、会
社
や
工
場
、

商
店
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
経
営
し

て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
用
に

供
す
る
資
産
（
構
築
物
、
機
械
、

器
具
、
備
品
な
ど
）
で
、
そ
の
減

価
償
却
費
が
法
人
税
法
ま
た
は
所

得
税
法
の
規
定
に
よ
り
所
得
の
計

算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に

算
入
さ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資

産
の
状
況
を
、
１
月
31
日
ま
で
に

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ

の
申
告
に
基
づ
く
取
得
価
格
を
基

礎
と
し
て
、
取
得
後
の
経
過
年
数

に
応
じ
て
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標

準
の
特
例
措
置
（
特
例
率
）

新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措

置住
宅
改
修
工
事
に
伴
う
減
額

緑
地
、
下
水
道
、
土
地
区
画
整
理

事
業
な
ど
の
都
市
計
画
事
業
に
要

す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
に
、
都

市
計
画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

及
び
家
屋
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

る
目
的
税
で
す
。

　

土
地
と
家
屋
の
価
格（
評
価
額
）

は
、
21
年
度
の
評
価
替
え
か
ら
原

則
３
年
間
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
土

地
の
場
合
、
地
価
の
下
落
が
認
め

ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
価
格

の
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

▽
税
率

○
固
定
資
産
税
＝
１
・
４
％

○
都
市
計
画
税
＝
０
・
27
％
（
制

限
税
率
０
・
３
％
）

○
第
１
期
＝
５
月
１
日
〜
31
日

○
第
２
期
＝
７
月
１
日
〜
８
月
２

日○
第
３
期
＝
12
月
１
日
〜
27
日

○
第
４
期
＝
23
年
２
月
１
日
〜
28

日
　

災
害
、
生
活
保
護
、
物
納
な
ど

市
長
が
認
め
る
特
別
な
理
由
に
よ

り
納
税
が
困
難
な
方
は
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

縦
覧

　

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

を
納
め
て
い
る
方
は
、
他
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
記
載
し

た
帳
簿
を
無
料
で
縦
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

閲
覧
（
名な

寄よ
せ

帳
交
付
）

　

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
）
を
お
持
ち
の
方
は
次
の

期
間
中
、
自
分
の
名
寄
帳
（
課
税

台
帳
）
の
写
し
を
無
料
（
期
間
外

は
有
料
）
で
と
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
本
人
名
義
以
外
（
配
偶
者
、
家

族
、
会
社
な
ど
）
の
名
寄
帳
の
写

し
を
と
る
場
合
は
委
任
状
な
ど
が

必
要
で
す
。

※
名
寄
帳
は
、
委
任
状
の
代
わ
り

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
共
通
事
項

▽
期
間 

５
月
31
日（
月
）ま
で

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
〔
た

だ
し
、
休
日
窓
口
開
庁
日
の
５
月

９
日（
日
）・
22
日（
土
）は
縦
覧
及

び
閲
覧
が
で
き
ま
す
〕。

▽
時
間 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
休
日
開
庁
日
は
、
正
午
〜

午
後
1
時
ま
で
を
除
く
）

▽
会
場 

課
税
課
（
市
役
所
１
階

７
番
窓
口
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

本
人
確

認
の
で
き
る
公
的
な
証
明
書
（
運

転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
を

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
、
不
正

な
目
的
で
公
簿
の
閲
覧
及
び
証
明

の
申
請
を
行
う
こ
と
を
防
止
し
、

納
税
者
皆
様
の
個
人
情
報
保
護
を

図
る
た
め
に
「
本
人
確
認
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

固定資産税・
都市計画税の

縦覧と閲覧

▽問い合わせ　課税課土地係・家屋係

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
減
免

固定資産税・
都市計画税の

あらまし

▽問い合わせ　課税課土地係・家屋係

期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

22
年
度
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
納
期
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時代への
視 点
時代への
視 点 211

　

本
年
度
の
稲
城
市
予
算
の
概

要
は
、
広
報
い
な
ぎ
４
月
15
日

号
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。こ
こ
で
は
二
点
に
つ
い

て
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
ｉ
バ
ス
事
業
に

つ
い
て
で
す
。
ｉ
バ
ス
の
運
行

は
平
成
14
年
か
ら
始
ま
り
４
路

線
で
年
間
35
万
人
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
き
、
庶
民
の
足
と
し

て
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

決
算
も
20
年
度
は
266
万
円
の
補

助
金
だ
け
で
運
行
で
き
て
お
り
、

21
年
度
も
300
万
円
程
度
で
済
み

そ
う
で
、
職
員
一
人
分
の
人
件

費
以
下
で
収
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
時
代
は
、
諸
物
価

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
収
入
も
マ

イ
ナ
ス
と
な
る
デ
フ
レ
で
あ
り
、

少
し
で
も
市
民
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、年
内
に
は
大
人
200
円
・

子
供
100
円
の
運
賃
を
大
人
170
円・

子
供
50
円
の
15
％
・
50
％
の
引

き
下
げ
を
行
う
予
算
を
組
み
ま

し
た
。
ま
た
若
葉
台
駅
周
辺
も

新
し
い
稲
城
の
核
と
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
か
ら
、
京
王
相
模
原

線
若
葉
台
駅
と
、
小
田
急
多
摩

線
は
る
ひ
野
駅
を
つ
な
い
で
欲

し
い
と
い
う
要
望
も
強
く
、
若

葉
台
駅
を
経
由
す
る
稲
城
市
立

病
院
・
は
る
ひ
野
駅
間
の
新
路

線
を
運
賃
の
引
き
下
げ
に
あ
わ

せ
、
運
行
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。
新
路
線
に
は
上か

さ

谷や

戸と

体
験
学
習
館
が
あ
り
、
そ
こ
で

は
春
に
は
鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
、

夏
に
は
蛍
を
観
賞
で
き
、
秋
に

は
農
産
物
の
収
穫
祭
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
特
に
来

年
３
月
ま
で
に
は
、
是
政
橋
か

ら
川
崎
街
道
に
交
差
す
る
新
し

い
道
路
が
開
通
の
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
南
武
線
高
架
化
工
事

が
終
わ
れ
ば
、
南
武
線
南
多
摩

駅
と
西
武
線
是
政
駅
と
も
つ
な

ぐ
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

二
点
目
は
、ふ
れ
ん
ど
平
尾
の

利
用
問
題
で
す
。
旧
第
五
小
学

校
と
旧
第
八
小
学
校
の
統
合
に

よ
り
、
旧
第
八
小
学
校
が
廃
校

と
な
り
ま
し
た
。
当
初
か
ら
廃

校
と
さ
れ
た
学
校
施
設
を
市
民

の
財
産
と
し
て
、
大
き
な
改
修

を
し
な
い
で
多
目
的
に
最
大
限

活
用
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成

16
年
か
ら
、
福
祉
や
社
会
教
育

の
複
合
施
設
と
し
て
利
用
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
都

の
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
か
ら
、

使
用
に
つ
い
て
建
築
基
準
法
上

の
制
限
が
示
さ
れ
、
２
階
以
上

の
利
用
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
皆
様

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
度
予
算
で
少
し
で
も
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
し
、
来

年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
し
っ

か
り
し
た
議
論
を
し
、
計
画
を

立
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

市
長　

石
川
良
一

バ
ス
料
金
値
下
げ
！

　
今
年
の市

予
算
の
特
色

稲
城
市
消
防
団

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署
総
務
課
庶
務
係　

☎
377
・
７
１
１
９

消
防
操
法
審
査
会
に

向
け
て
訓
練
し
て
い
ま
す

実
行
委
員
募
集

女
と
男
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

い
な
ぎ
２
０
１
１

電気器具の安全対策
チェックポイント！

▽問い合わせ　稲城消防署予防課
☎377－7119

消
防
団
長　

松
本　

幸
次
郎
氏

（
百
村
地
区
）

副
団
長　

馬
場　

芳
則
氏

（
平
尾
地
区
）

副
団
長　

城
所　

達
也
氏

（
矢
野
口
地
区
）

第
１
分
団
長　

原
田　

武
氏

（
矢
野
口
地
区
）

第
２
分
団
長　

津
田　

淳
氏

（
東
長
沼
地
区
）

第
３
分
団
長　

石
井　

圭
氏

（
大
丸
・
向
陽
台
４
〜
６
丁
目
地

　

消
防
団
長
の
松
本
幸
次
郎
氏
（
百
村
地
区
）
が
３
月
31
日
で
任
期
満

了
と
な
り
、
消
防
団
員
の
推
薦
に
よ
り
４
月
１
日
付
け
で
市
長
の
任
命

を
受
け
、
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
副
団
長
も
、
団
長
の
承
認
を
得
て
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
分
団
長
も
次
の
と
お
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

　

消
防
団
は
、
災
害
時
に
消
防
署

と
と
も
に
市
民
の
生
命
・
身
体
及

び
財
産
を
守
り
、
被
害
の
軽
減
を

図
る
重
要
な
任
務
を
担
っ
て
い
ま

す
。日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
表
し
、

そ
の
成
果
を
確
認
す
る
た
め
、
７

月
18
日（
日
）に
北
緑
地
公
園
駐
車

場
で
消
防
操
法
審
査
会
を
行
い
ま

す
。
現
在
、
審
査
会
に
向
け
て
各

地
区
の
訓
練
場
所
で
訓
練
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
審
査
会
場
と

な
る
「
北
緑
地
公
園
駐
車
場
」
で

は
、
閉
門
し
た
後
の
夜
間
に
、
本

番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
入
口
付
近
な
ど
の

駐
車
に
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
）

第
４
分
団
長　

松
原　

一
正
氏

（
百
村
・
向
陽
台
１
〜
３
丁
目
地

区
）

第
５
分
団
長　

伊
藤　

要
氏

（
坂
浜
・
若
葉
台
地
区
）

第
６
分
団
長　

渡
邉　

誠
氏

（
平
尾
地
区
）

第
７
分
団
長　

小
関　

智
洋
氏

（
押
立
地
区
）

第
８
分
団
長　

杉
坂　

憲
一
氏

（
長
峰
・
若
葉
台
地
区
）

　

消
防
団
は
、「
自
ら
の
地
域
は

自
ら
が
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の

も
と
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
防
災
に
強
い
安
全
な
街
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
組
織
で
す
。

分
団
に
よ
っ
て
は
定
員
に
達
し
て

い
な
い
地
区
も
あ
り
、
現
在
消
防

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
入
団
資
格 

市
内
在
住
で
、
18

歳
以
上
の
健
康
な
男
性
・
女
性

　

今
年
に
入
り
、
市
内
で
は
２
件

の
電
気
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
電
気
火
災
を
防
止
す
る

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
物
を

置
い
て
い
ま
せ
ん
か

　

暖
房
器
具
の
近
く
に
燃
え
や
す

い
物
を
置
く
と
、
暖
房
器
具
か
ら

出
て
い
る
熱
に
よ
り
、
物
に
着
火

し
、
火
災
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

燃
え
や
す
い
物
は
、
近
く
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

外
出
時
や
就
寝
前
に
は
、
必
ず
消

し
ま
し
ょ
う
。

○
電
気
ス
タ
ン
ド
に
物
を
掛
け
て

使
用
し
て
い
ま
せ
ん
か

　

照
明
器
具
に
布
な
ど
を
掛
け
た

ま
ま
で
使
用
す
る
と
、
照
明
器
具

の
熱
に
よ
っ
て
布
な
ど
に
着
火
し
、

火
災
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

○
た
こ
足
配
線
を
し
て
い
ま
せ
ん

か
　

電
気
コ
ー
ド
は
、
決
め
ら
れ
た

あ
な
た
も
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー

消
防
団
員
募
集
！

容
量
以
上
の
電
気
製
品
を
使
用
す

る
と
、
コ
ー
ド
が
発
熱
し
火
災
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

○
差
し
込
み
プ
ラ
グ
は
定
期
的
に

引
き
抜
き
、
清
掃
し
て
い
ま
す
か

　

冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
な
ど
、
常
時

コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
し
て
い
る
プ

ラ
グ
に
ほ
こ
り
が
た
ま
り
、
湿
気

を
帯
び
る
と
火
災
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

○
延
長
コ
ー
ド
の
状
況
を
確
認
し

て
い
ま
す
か

　

テ
ー
ブ
ル
や
応
接
セ
ッ
ト
な
ど
、

重
量
家
具
に
常
時
踏
ま
れ
た
状
態

の
コ
ー
ド
は
電
流
が
流
れ
に
く
く

な
り
、
熱
が
発
生
し
て
火
災
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
傷
ん
だ
コ
ー
ド

は
、
早
め
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

○
延
長
コ
ー
ド
は
適
度
な
長
さ
で

使
っ
て
い
ま
す
か

　

コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
、
多
く

の
電
気
を
使
用
す
る
と
、
束
ね
た

個
所
に
熱
が
発
生
し
て
火
災
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
！

　

稲
城
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

４
月
１
日
か
ら
全
て
の
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
も
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
住

宅
で
、
延
焼
拡
大
し
た
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置
さ
れ

て
い
な
い
住
宅
は
、
火
災
か
ら
家

族
の
命
を
守
り
、
地
域
の
安
全
を

守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
た
だ

ち
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
女
と
男
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
い
な

ぎ
」
は
、
男
女
問
わ
ず
個
性
や
能

力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
す

学
習
や
交
流
の
場
と
し
て
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
23
年
２
月
頃
に
実
施

予
定
で
、
そ
の
企
画
・
運
営
・
記

録
集
づ
く
り
を
行
う
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

▽
対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
男
女

※
活
動
期
間
な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限 

６
月
14
日（
月
）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

協
働
推

進
課
女
性
青
少
年
係

多摩サービス補助施設
　日米親善事業の一つとして、多摩サービ
ス補助施設内での散策、自然観察を行いま
す。

▽対象　市民で構成された5人以上の団体
※利用人数などに制限があります（１回30
人程度）。

▽期日　６月２日（水）・９日（水）のいずれ
か１日

▽会場　米軍多摩サービス補助施設（大丸）
※利用規定で定められたエリアに限ります。 

▽申込方法　事前に電話で問い合わせした
後、申込書で申し込んでください。

▽申込期限　5月12日（水） 

▽申し込み・問い合わせ　企画部政策室

電気器具の安全対策
チェックポイント！

▽問い合わせ　稲城消防署予防課
☎377－7119

散策の申し込みを受け付け中

多摩サービス補助施設

▲城所　達也氏

▲右から順に、第１分団長から第８分団長

▲馬場　芳則氏 ▲松本　幸次郎氏
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▲多目的道路パトロール車の前で

▲パトロール用ベスト

　10月１日に統計法に基づく国勢調査が全国で実施さ
れます。国勢調査は５年に１度、日本国内に住むすべて
の人・世帯を調査する大規模な調査です。市では、この
調査の調査員を募集します。
　非常に多くの調査員が必要ですので、応募いただきま
すようお願いいたします。
▽対象　20歳以上で警察、選挙、税務に直接関係ない
方で調査期間中、支障なく調査活動に従事できる方
※調査員は、総務大臣が任命する非常勤の国家公務員で
す。
▽実施時期　９月～10月末　
▽内容　説明会への出席、準備調査（担当調査区へのリ
ーフレット配布など）、本調査（調査票の配布）、調査書
類の作成・提出など
※今回は、各世帯から市への郵送提出が原則になり、調
査票の検査事務も行いません。
▽報酬　約４万円（１調査区）
※１調査区は50～80世帯
▽応募方法　調査員登録用紙に必要事項を記入のうえ、
顔写真（４㎝×３㎝）１枚を張って、応募してください。
※調査員登録用紙は、市のホームページからも入手でき
ます。また、市役所総務課、平尾・若葉台出張所、各文
化センター、総合体育館でも配布しています。
▽応募・問い合わせ　総務課総務係

募集します　国勢調査調査員
10月1日　国勢調査

　

冨
永
重
芳
様
か
ら
多
目
的
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
車
と
パ
ト
ロ
ー
ル
用

ベ
ス
ト
の
寄
附
が
あ
り
、３
月
31
日

に
そ
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
多
目
的

道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
車
な
ど
が
寄

附
さ
れ
ま
し
た

消
費
者
団
体
支
援

講
師
派
遣
事
業

消
費
者
講
座
を

企
画
・
運
営
し
ま
せ
ん
か
！

農
業
委
員
会

臨
時
職
員
募
集

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

５
月
は
自
動
車
税（
都
税
）

の
納
期
で
す

納
期
限

５
月
31
日（
月
）

納期限
５月31日（月）

　

多
目
的
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
は
、

災
害
時
や
緊
急
時
の
活
動
や
青
色

回
転
灯
を
装
備
し
て
自
主
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど
、
地
域
を

守
る
機
動
性
の
高
い
車
両
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
用
ベ
ス
ト
は
、
市

民
団
体
な
ど
の
防
犯
活
動
に
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

管
理
課
維
持
補

修
係
、
総
務
課
総
務
係

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
、
軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転

車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
に
、

そ
の
車
の
定
置
場
の
あ
る
市
区
町

村
が
課
税
し
、
５
月
に
納
税
通
知

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
金
融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
納
付
が
で
き
ま
す
（
納

税
通
知
書
裏
面
の
納
付
場
所
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

軽
自
動
車
な
ど
（
原
動
機
付
自

転
車
を
含
む
）
の
税
金
を
、
申
請

に
よ
り
減
免
し
ま
す
。

▽
対
象 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

○
障
害
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
な
ど
（
身
体
に
障
害
の
あ

る
18
歳
未
満
の
方
、
知
的
障
害
が

あ
る
方
、
精
神
障
害
が
あ
る
方
と

生
計
を
共
に
す
る
方
が
所
有
す
る

も
の
を
含
む
）
で
、
次
の
①
〜
③
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
（
１

台
に
限
る
）　

①
障
害
の
あ
る
方
本

人
が
使
用
す
る
も
の　

②
障
害
の

あ
る
方
と
生
計
を
共
に
す
る
方
が
、

障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す

る
も
の　

③
障
害
の
あ
る
方
の
み

の
世
帯
の
た
め
に
常
時
介
護
す
る

方
が
、
そ
の
障
害
の
あ
る
方
の
た

め
に
使
用
す
る
も
の

○
障
害
者
用
に
改
造
さ
れ
た
車
両

で
、
車
検
証
に
そ
の
旨
の
記
載
の

あ
る
も
の

○
公
益
の
た
め
に
、
直
接
専
用
す

る
と
認
め
る
軽
自
動
車
な
ど 

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
〜
⑤

の
す
べ
て　

①
身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど
減

免
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
証
明
す

る
も
の　

②
運
転
免
許
証　

③
自

動
車
検
査
証　

④
印
鑑　

⑤
軽
自

動
車
税
納
税
通
知
書 

▽
申
請
期
限 

5
月
25
日（
火
）

　

障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

方
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
自
動
車
税
の
減
免
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
減
免
を
受
け
る
た

め
に
は
、納
期
限
の
５
月
31
日（
月
）

ま
で
〔
新
た
に
自
動
車
を
取
得
し

た
場
合
は
登
録
（
取
得
）
の
日
か

ら
１
カ
月
以
内
〕
に
申
請
が
必
要

で
す
。
減
免
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添

付
し
て
、
都
税
事
務
所
、
都
税
支

所
・
支
庁
、
自
動
車
税
事
務
所
、

都
税
総
合
事
務
セ
ン
タ
ー
の
い
ず

れ
か
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
６
月
１
日
以
降
は
、
翌
年
度
分

の
自
動
車
税
の
減
免
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

都
税
総
合
事
務

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
、
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
所
有
者
（
割
賦
販
売
の
場
合
は

使
用
者
）の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

22
年
度
の
自
動
車
税
納
税
通
知
書

は
、
５
月
６
日（
木
）に
発
送
し
ま

す
。
東
京
都
の
自
動
車
税
は
、
金

融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
な
ど
の

窓
口
を
は
じ
め
、
指
定
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
や
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
で
も

納
付
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
納

付
確
認
が
で
き
次
第
（
お
お
む
ね

２
週
間
程
度
）、
は
が
き
サ
イ
ズ

の
継
続
検
査
等
用
（
車
検
用
）
の

納
税
証
明
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、「
東
京
都
主
税
局
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
都
税
の
納
税

等
に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ 

八
王
子
都
税
事

務
所　

☎
042
・
644
・
１
１
１
１

しょうぶ湯

小学生以下、入浴日現在
満65歳以上の方の料金が
無料になります

　

市
内
の
公
衆
浴
場
で
は
こ
ど
も

の
日
に
ち
な
ん
で
、「
し
ょ
う
ぶ

湯
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
小
学
生
以
下
、
入
浴
日

現
在
満
65
歳
以
上
（
年
齢
の
分
か

る
も
の
が
必
要
）
の
方
の
料
金
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

▽
期
日
・
会
場　

５
月
５
日（
水
・

祝
）・
玉
城
湯
（
矢
野
口
）、
稲
城

浴
場
（
大
丸
）

▽
問
い
合
わ
せ 

玉
城
湯
（
矢
野

口
）
☎
377
・
６
１
５
４
、
稲
城
浴

場
（
大
丸
）
☎
377
・
７
２
２
２
、

市
役
所
経
済
課
商
工
係

　

稲
城
市
消
費
者
ル
ー
ム
運
営
協

議
会
で
は
、消
費
者
講
座
を
企
画
・

運
営
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
講
師
料
な
ど
必

要
な
費
用
は
、市
が
負
担
し
ま
す
。

応
募
い
た
だ
い
た
企
画
内
容
に
つ

い
て
は
、
協
議
会
で
審
議
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象 

市
内
の
消
費
者
団
体
な

ど
（
市
内
在
勤
・
在
住
者
を
半
数

以
上
含
む
５
人
以
上
の
団
体
）

▽
企
画
内
容 

広
く
消
費
生
活
に

関
わ
る
内
容
で
、
市
民
が
参
加
で

き
る
講
座
の
企
画
・
運
営

▽
講
座
実
施
時
期　

７
月
以
降
を

予
定

▽
応
募
方
法 

消
費
者
ル
ー
ム
、

経
済
課
に
あ
る
「
消
費
者
団
体
支

援
講
師
派
遣
申
請
書
」
を
提
出
し

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限 

５
月
28
日（
金
）

※
応
募
が
少
な
い
場
合
、
期
限
後

も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

経
済
課

消
費
生
活
係

▽
対
象 

市
内
在
住
で
、
現
在
離

職
中
の
方

※
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
を
不
自
由

な
く
使
用
で
き
る
方

▽
勤
務
内
容 

デ
ー
タ
入
力
、
一

般
事
務

▽
勤
務
日 

週
４
日

▽
勤
務
期
間 

６
カ
月

▽
勤
務
時
間 

午
前
９
時
〜
午
後

４
時

▽
募
集
人
員 

１
人

▽
賃
金 

時
給
880
円

▽
選
考
方
法 

書
類
、
面
接

▽
応
募
方
法 

履
歴
書
を
市
役
所

２
階
農
業
委
員
会
事
務
局
に
持

参
、ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限 

５
月
14
日（
金
）消

印
有
効

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市

農
業
委
員
会（
市
役
所
経
済
課
内
）

　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
の
１
階
に
、

性
別
、
年
齢
を
問
わ
ず
に
ど
な
た

で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
、
男
女

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

▽
開
館
時
間 

午
前
９
時
〜
午
後

10
時

▽
休
館
日 

第
２
火
曜
日
、
年
末

年
始

▽
施
設
内
容

打
ち
合
わ
せ
コ
ー
ナ
ー

　

10
人
程
度
が
円
卓
を
囲
ん
で
話

し
合
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
利
用
に
つ
い
て
は
予
約
が
必

要
で
す
。

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

　

打
ち
合
わ
せ
コ
ー
ナ
ー
や
地
域

振
興
プ
ラ
ザ
会
議
室
で
の
活
動
時

に
一
時
保
育
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。
利
用
に
つ
い
て
は
予
約
が
必

要
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

　

情
報
検
索
用
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

書
籍
・
行
政
資
料
・
啓
発
ビ
デ
オ

　

男
女
平
等
推
進
に
関
わ
る
行
政

資
料
な
ど
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
書

籍
や
ビ
デ
オ
は
貸
し
出
し
（
１
人

２
冊
ま
で
）
も
可
能
で
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
貸
し
出
し
期
間
は
２
週
間
で
す
。

相
談
室

　

自
身
の
生
き
方
、
結
婚
や
離
婚

問
題
に
つ
い
て
、
ま
た
パ
ー
ト
ナ

ー
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
子
育
て
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
一
次
的
な
相

談
窓
口
と
し
て
、
専
門
の
女
性
相

談
員
が
対
応
し
ま
す
。
相
談
日
は

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
と
第
４
土

曜
日
で
、
い
ず
れ
も
前
日
ま
で
に

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
男
性
の

相
談
は
水
曜
日
の
み
受
け
付
け
ま

す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

協

働
推
進
課
女
性
青
少
年
係

入
居
者
募
集

都
営
住
宅

▽
区
分 

①
一
般
募
集
住
宅
（
家

族
向
・
単
身
者
向
）　

②
定
期
使

用
住
宅
（
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
）

③
定
期
使
用
住
宅（
多
子
世
帯
向
）

④
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

▽
申
込
用
紙
配
布
期
間　

５
月
６

日（
木
）〜
14
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

▽
配
布
場
所 

市
民
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ

ー
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
他

※
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
土
・
日
曜

日
も
配
布
し
ま
す
（
休
館
日
を
除

く
）。

※
申
込
書
は
、
配
布
期
間
中
の
み

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

▽
申
込
方
法 

申
込
書
を
郵
送
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限 

５
月
18
日（
火
）必

着▽
問
い
合
わ
せ 

市
民
課
市
民
窓

口
係
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募

集
セ
ン
タ
ー
（
申
込
用
紙
配
布
期

間
中
の
み
。
た
だ
し
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
☎
０
５
７
０
・
０
１
０

８
１
０

セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０
・
064
・

171

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

課
税
課

市
民
税
係

障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
へ

自
動
車
税
の
減
免
申
請

は
お
済
み
で
す
か

消
費
者
団
体
支
援

講
師
派
遣
事
業

消
費
者
講
座
を

企
画
・
運
営
し
ま
せ
ん
か
！

５月は軽自動車税の
納期です

納期限
５月31日（月）
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生ごみ処理容器・処理機
対象品名 設置場所 使用方法・特長 購入場所 助成額

コンポスター

畑、庭
など

容器を10㎝程度地中に埋め込ん
で固定し、枯葉や腐葉土と一緒に
生ごみを入れる。微生物で分解さ
れ、一杯になったら容器を移設し、
生ごみを完熟させ堆

た い

肥
ひ

として使
う。

ＪＡ東京みな
み稲城支店

3,000円
（定価6,600円～）
※ 型により価格が異
なります。

くうたくん

室内、
ベランダ
など

消化酵素とおが屑を配合した基材
を使い、１日２～３回程度よくか
き回す。酵素の力で分解され生ご
みが減容される。

稲城市リサイ
クルショップ

3,000円
（定価10,500円）

電動生ごみ処理機
（メーカー、販売店
は問いません）

室内、
ベランダ
など

代表的な処理方式にバイオ式と乾
燥式がある。
バイオ式　微生物菌が入った発酵
資材の中に生ごみを入れ、発酵が
促進されるよう内部で羽根を回転
させ、かくはんする。
乾燥式　電気ヒーターの温風で生
ごみの水分をかくはんさせながら
乾燥させる。発酵資材は不要。

家電販売店な
ど

購入額の1／２
※上限額10,000円
（価格はメーカーに
より異なります）

▲

▲

第31回多摩川清掃
（４月４日・多摩川河川敷）

　「多摩川を美しくする会」が中
心となって、多摩川原橋から是
政橋下流までの堤防、河川敷の
清掃が行われました。東京ベル
ディ（写真右）など88団体・約
2150人の参加があり、2620kgの
ごみが集められました。

▲▲第四文化センター
オープニングセレモニー

（４月10日・第四文化センター）
　第四文化センターが、４月に
リニューアルオープンしまし
た。オープンニングセレモニー
では、テープカットやロビーコ
ンサートなどが行われました。

▲ホタルの幼虫放流
（4月15日・上谷戸親
水公園ホタルの里）
　上谷戸ホタルの会
の会員ともみの木保
育園の園児らによ
る、ホタルの幼虫の
放流が行われました
（ホタルの観賞期間
は、６月４日～13日
です）。

▲

梨の花粉つけ体験学習
（４月16日・押立）

　稲城第四小学校３年生
による、梨の花粉付けの
体験学習が行われました
（天候不順のため切った
梨の枝を使った疑似体験
となりました）。

・ゴム、皮革　0.88％
・金属類　0.56％
・陶器類　0.06％
・その他　0.58％

ゴム、皮革
8.19％

繊維類　2.42％
木類　3.62％

プラスチック類
17.06％
・フィルム
・ラップ
・透明食品トレー

プラス
チック類
43.60％
・硬質プラス
　チック

金属類　17.99％
・食品缶詰　・小型家電

ガラス類
11.51％
・無色ガラス
・板ガラス

陶器類
9.88％

紙類　31.03％
・包装容器　・新聞　・紙おむつ
・雑紙など

生ごみ
43.79％

重 量 比 重 量 比

21年度燃えるごみ組成分析（後期） 21年度燃えないごみ組成分析（後期）

燃えるごみ
組成分析
（後期）

燃えないごみ
組成分析
（後期）

・蛍光灯など　1.65％
・繊維類　1.40％
・木類　2.15％
・紙類　1.52％
・生ごみ　0.74％
・その他　1.37％

生ごみの水切りと
紙類の分別で、

ごみを減らしましょう！

生ごみ処理容器・
処理機の購入費
の一部を助成し
ます！

４
月
よ
り
開
催
時
間
・

会
場
が
変
わ
り
ま
し
た

健
康
バ
ン
ザ
イ
！

い
な
ぎ
講
座

大
き
さ

５
〜
60
㎝
四
方

大
き
さ

３
〜
40
㎝
四
方

大
き
さ
は
様
々

　

市
で
は
、
１
月
に
サ
ン
プ
ル
調

査
に
よ
り
家
庭
ご
み
の
組
成
分
析

調
査
（
左
図
参
照
）
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
燃
え
る
ご
み
に
占

め
る
割
合
で
特
に
多
い
も
の
は
、

生
ご
み
（
約
44
％
）
と
紙
類
（
約

31
％
）
で
し
た
。

　

生
ご
み
は
、
約
60
％
が
水
分
で

す
。
台
所
で
「
ギ
ュ
ッ
」
と
し
ぼ

る
と
、
生
ご
み
の
重
量
を
約
10
％

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
類
の
約
50
％
は
、
新

聞
や
雑
誌
、
お
菓
子
の
箱
な
ど
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
で
し
た
。

分
別
し
て
、
資
源
の
日
に
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
で
の
小
さ
な
心
掛
け
が
、

大
き
な
ご
み
減
量
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
ご
み
は
、
燃
え
る
ご
み
の
約

４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。市
で
は
、

ご
み
減
量
対
策
と
し
て
家
庭
か
ら

出
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促
進

す
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
容
器
・

処
理
機
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
利
用
し

て
、
生
ご
み
を
減
ら
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

対
象
と
な
る
生
ご
み
処
理
容
器・

処
理
機
は
、左
表
の
と
お
り
で
す
。

▽
申
込
方
法 

購
入
前
に
環
境
課

へ
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
購
入
申
請
書
は
環
境
課
、平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
場
合

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環

境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
、
市
職
員
が
地
域
へ
説
明
に

伺
い
ま
す
。ご
み
量
や
そ
の
内
訳
、

処
理
の
流
れ
、
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

を
ゲ
ー
ム
や
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
す

る
他
、
疑
問
・
質
問
に
お
答
え
し

ま
す
。

▽
対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
10
人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

▽
説
明
時
間 

30
分
〜
１
時
間
程

度

　

市
立
病
院
で
毎
月
第
三
水
曜
日

に
実
施
し
て
い
る
「
健
康
バ
ン
ザ

イ
！
い
な
ぎ
講
座
」
の
５
月
の
テ

ー
マ
は
「
頭
痛
の
お
は
な
し
」
で

す
。

※
申
込
不
要
、
費
用
無
料

▽
期
日 

５
月
19
日（
水
）

▽
時
間 

午
後
３
時
30
分
〜
（
約

40
分
）

▽
会
場 

市
立
病
院
３
階　

講
義

室▽
講
師 

飯
田　

祟
之
医
師
（
内

科
）

▽
問
い
合
わ
せ 

市
立
病
院
医
事

課
外
来
係　

☎
377
・
０
９
３
１

ごみの量（３月）
家庭ごみ  前年同月比で約1.6％の減量

　前年同月の１人１日当たりのごみ
量は、燃えるごみ450グラム、燃えな
いごみ39グラム、合計489グラムだっ
たため、約1.6％の減となりました。
更なるごみ減量を目指して、紙ごみ
の適正分別や生ごみの水切りなどに
ご協力ください。 
▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイ
クル係

区　分 市内収集量 １人１日当たり

燃えるごみ 1,136ｔ 441ｇ

燃えないごみ 102ｔ 40ｇ

合　計 1,238ｔ 481ｇ

春
の
地
域
安
全
運
動

　

５
月
１
日（
土
）〜

７
日（
金
）

　

春
の
地
域
安
全
運
動
が
５
月
１

日（
土
）か
ら
７
日（
金
）ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
中
は
空
き
巣
な
ど
の
犯
罪
の
発

生
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

▽
重
点
目
標 

①
振
り
込
め
詐
欺

の
被
害
防
止　

②
住
宅
を
対
象
と

す
る
侵
入
犯
罪
の
防
止　

③
子
ど

も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止　

④

ひ
っ
た
く
り
の
被
害
防
止

▽
問
い
合
わ
せ 

多
摩
稲
城
防
犯

協
会　

☎
337
・
０
０
１
９
、
多
摩

中
央
警
察
署　

☎
375
・
０
１
１
０
、

市
役
所
総
務
課
総
務
係

事
業
計
画
の
縦
覧

　

 

稲
城
上
平
尾
土
地

区
画
整
理
事
業

　

多
摩
都
市
計
画
事
業
稲
城
上
平

尾
土
地
区
画
整
理
事
業
（
組
合
施

行
）
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

▽
期
間 

５
月
７
日（
金
）〜
20
日

（
木
）

※
土
・
日
曜
日
も
行
い
ま
す
。

▽
時
間 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

▽
場
所 

市
役
所
３
階
開
発
調
整

課▽
問
い
合
わ
せ 

開
発
調
整
課
開

発
調
整
係

▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイクル係

※
開
催
日
時
、
会
場
な
ど
は
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽
費
用 

無
料

▽
申
込
方
法 

開
催
希
望
日
２
週

間
前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環

境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

市
職
員
に
よ
る

ご
み
減
量
地
域
説
明
会



22・5・１（5） 代表電話は378－2111

遊びのひろば　利用時間と対象年齢
曜日 午前10時～午後1時 午後１時～３時

月 ０歳児

火 １歳児

水 ３歳以上 ０歳児

木 ２歳児

金 １歳児 ３歳以上

　

子
ど
も
手
当
の
申
請
の
一
斉
受

付
を
、
４
月
26
日（
月
）か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
に
受
け
付

け
た
申
請
に
つ
い
て
は
、
６
月
に

４
・
５
月
分
の
子
ど
も
手
当
を
支

給
し
ま
す
（
た
だ
し
、
書
類
に
不

備
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
ま
す
）。

※
こ
れ
以
後
の
受
付
分
に
つ
い
て

は
、
７
月
以
降
の
支
給
と
な
り
ま

す
。

　

母
子
家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ
る

児
童
扶
養
手
当
（
21
年
12
月
分
〜

22
年
３
月
分
）
を
、
４
月
中
旬
に

指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま
し
た
。

該
当
す
る
方
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

振
込
口
座
に
変
更
の
あ
っ
た
方

や
、振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
方
は
、

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ 

子
育
て
支
援
課

児
童
係

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
嘱
託
職
員
（
専
務
的
非
常
勤

職
員
）１
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象 

臨
床
心
理
士
ま
た
は
精

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
地
域

住
民
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。児
童
委
員
は
、民
生
委
員
が

兼
ね
て
お
り
、
担
当
区
域
を
持
つ

児
童
委
員
と
、
担
当
区
域
を
持
た

ず
に
児
童
問
題
を
専
門
に
担
当
す

る
主
任
児
童
委
員
が
い
ま
す
。
市

内
で
は
、
現
在
４
人
の
主
任
児
童

委
員
を
含
む
57
人
の
民
生
委
員・児

童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
（
下

表
参
照
）。

　

高
齢
者
、
障
害
者
、
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
で
生
活
に
関
す
る
課
題

を
抱
え
て
い
る
方
や
、
子
ど
も
の

問
題
な
ど
悩
み
を
お
持
ち
の
方
な

ど
の
相
談
相
手
と
な
り
、
必
要
に

応
じ
て
市
や
関
係
機
関
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
問
題
解
決
に
取
り
組

み
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

地
域
で
の
様
々
な
活
動

　

市
内
小
・
中
学
校
を
訪
問
し
、

　

ひ
と
り
親
家
庭
や
障
害
児
養
育

家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ
る
児
童
育

成
手
当
の
所
得
制
限
額
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。
平
成
22
年
５
月

申
請
分
か
ら
は
平
成
21
年
分
の
所

得
で
審
査
し
ま
す
。
今
ま
で
所
得

超
過
の
た
め
に
手
当
が
支
給
さ
れ

な
か
っ
た
方
も
認
定
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
手
当
は
、
申

請
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
現
在
、手
当
を
受
給
中
の
方
は
、

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
乳
幼
児
・
義
務
教
育
就
学
児
医

子
ど
も
手
当

一
斉
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す

児
童
扶
養
手
当
を

支
給
し
ま
し
た

変
更
し
ま
す

遊
び
の
ひ
ろ
ば

　

利
用
時
間
と

対
象
年
齢

子ども家庭支援センター

嘱託職員
募　集

児童育成手当の
所得審査の対象年度

療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
平

成
22
年
10
月
１
日
以
降
の
資
格
か

ら
、
平
成
21
年
分
の
所
得
で
審
査

し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
申
請

書　

②
印
鑑
（
認
印
可
）　

③
申

請
者
本
人
名
義
の
金
融
機
関
（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
の
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

④
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
市

に
住
所
の
な
い
方
は
、
当
時
の
住

所
地
の
区
市
町
村
長
が
発
行
す
る

22
年
度
住
民
税
課
税
証
明
書　

⑤

戸
籍
や
障
害
状
況
の
分
か
る
手
帳

な
ど

※
①
は
、
子
育
て
支
援
課
に
あ
り

ま
す
。

※
手
当
は
、
認
定
に
な
る
と
、
申

請
を
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。
申
請
が
遅
れ

る
と
、
遅
れ
た
月
分
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
③
④
⑤
は
後
日
提
出
で
も
構

い
ま
せ
ん
（
④
は
通
常
、
ど
の
区

市
町
村
で
も
６
月
以
降
の
発
行
に

な
り
ま
す
）。

▽
申
請 

市
役
所
子
育
て
支
援
課

児
童
係

※
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
や
郵
送

で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ 

子
育
て
支
援
課

児
童
係

学
校
と
の
連
携
を
図
っ
た
り
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
地
域
事
業
へ

の
参
加
や
、
児
童
の
通
学
時
に
朝

の
あ
い
さ
つ
の
声
か
け
を
実
施
す

る
な
ど
、
地
域
の
安
全
安
心
の
確

保
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

市
が
実
施
す
る
高
齢
者
実
態
調
査

や
災
害
時
要
援
護
者
支
援
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
や
心
配
ご
と
相
談

な
ど
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
相
談
が
で
き
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守

秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談

民生委員・児童委員
氏　名 住　所 電　話
栗山　和子 矢野口1593－２ 377－8974
原田　正行 矢野口1185－２ 377－4388
堀江　光枝 矢野口3750 377－2936

信
の ぶ

澤
さ わ

　君枝 矢野口653－５ 377－6406
城所　恵子 矢野口1837 377－5414

青木　禮
れ い

子
こ

矢野口2029 377－6121
原田　勝子 矢野口48－５ 377－9690
鈴木　恵子 矢野口2219 377－9464
森田　江見 矢野口2797－２ 377－4529
齋藤　信一 東長沼419－２ 377－5154
山田　佳昭 東長沼60 377－2252
工藤シゲ子 東長沼951 377－8570
藤森　良子 東長沼1139－６ 378－0398
豊口　住枝 東長沼1708－６ 378－9163
宮崎　信子 東長沼735 377－6912
加藤眞知子 東長沼2131－３ 379－1259
梅沢みさ子 大丸1391 377－2312
松本　和美 大丸878－3 377－7548
川田ハルエ 大丸630－4－404 378－3170
石井美枝子 大丸161－4 378－3554

出口　蓮
れ ん

子
こ

大丸82－3－402 378－2687
林　美智子 大丸373 377－6056
松崎美枝子 大丸61－19 377－6135
齋藤　隆夫 百村520－10 377－6194
田島　和子 百村251－3 377－2372

藤原　壽
す

美
み

百村1586 378－7166
中山　宏司 坂浜1084 331－5678
榎本　幸代 坂浜110－3 331－3176
市村　和子 坂浜2891 331－5969

主任児童委員
氏　名 住　所 電　話
佐藤久美子 矢野口1472－４ 379－4899
山崎　和美 大丸536－５ １－417 377－9424

氏　名 住　所 電　話
狩
か

野
の

　和枝 向陽台１－17－13 379－4147
武田　洋子 平尾２－17－10 331－3028

氏　名 住　所 電　話

小堀　武子 平尾３－１－１平尾住宅33－201 331－1398

木
き

附
つ き

沢
ざ わ

直樹 平尾３－１－１平尾住宅31－509 331－1589

末松　妙子 平尾３－７－５平尾住宅64－309 331－5432

上條満喜子 平尾２－72－４ 331－3783
馬場　房義 平尾１－28－13 331－5090

山中　　明 平尾３－１－１平尾住宅29－306 331－9081

黒髪　紀
み ち

子
こ

平尾１－11－16 331－1636
柴崎　　啓

あきら

平尾２－62－14 331－2734
最
さ い

勝
しょう

寺
じ

常
つ ね

生
お

平尾２－99－８ 331－3447
大槻八重子 押立672 377－0792
庚
こ う

塚
づ か

　克子 押立1710－３ 378－2716
土
ひ じ

方
か た

　保道 押立688 377－5276
清水千佳子 向陽台３－11－１ 379－6335
若松　和子 向陽台４－２－Ｂ901 378－7763

髙田　孝子 向陽台５－10１－204 378－3906

中村　達也 向陽台１－６－４ 377－8459

梅澤　文之 向陽台６－１３－201 379－5215

菅田　紀
と し

夫
お

長峰２－３－５ 331－3305
河村美恵子 長峰３－３－５－303 331－8834
秋草　君枝 長峰3－26－1 350－2158
榎本壮一郎 若葉台１－３－23 331－3298

坂井　　力
つとむ 若葉台２－12
I棟106 331－5960

武田よし子 若葉台３－１－１Ｈ－1103 350－0626

五十嵐和世 若葉台４－10－７ 331－6944

児童育成手当の所得制限額表
扶養人数
（注１） 所得制限額

０人 3,604,000円
１人 3,984,000円
２人 4,364,000円
３人 4,744,000円
４人 5,124,000円
５人 5,504,000円

注１　扶養人数とは、平成21年中の税法上の扶養人数
です。
注２　この表の金額と比べるのは、あなたの所得（源
泉徴収票の「給与所得控除後の金額」、市・都民税特別
徴収税額通知の「総所得金額①」、確定申告書の「所得
金額の合計」を参考にしてください）から、下記の控
除額を引いた金額です。
児童育成手当
所得制限における控除額の種類 　

扶養控除

老人扶養 100,000円
特定扶養 250,000円
特別障害 400,000円
その他障害 270,000円

本人該当
控除

特別障害 400,000円
その他障害 270,000円
寡婦・寡夫 270,000円
特別寡婦 350,000円
勤労学生 270,000円

その他控除

雑損控除 相当額
医療費控除 相当額
小規模企業共済 相当額
配偶者特別控除 相当額

定額控除
（社会保険相当額＝定額） 080,000円

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
遊
び
の
ひ
ろ
ば
は
、
未
就
学

の
子
ど
も
と
保
護
者
が
自
由
に
遊

べ
る
場
で
す
。
５
月
１
日（
土
）か

ら
、
遊
び
の
ひ
ろ
ば
の
開
館
時
間

な
ど
が
下
表
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
。

※
子
ど
も
の
年
齢
に
よ
り
、
利
用

神
保
健
福
祉
士
有
資
格
者
で
、
車

の
運
転
が
で
き
る
方

▽
業
務
内
容 

子
ど
も
家
庭
支
援

ワ
ー
カ
ー
兼
心
理
専
門
相
談
員

▽
勤
務
日
・
勤
務
時
間　

月
〜
金

曜
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分▽
任
用
期
間 

年
度
単
位

▽
雇
用
予
定
日 

６
月
１
日（
火
）

▽
報
酬 

月
額
20
万
６
２
０
０
円

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

▽
応
募
期
限 

５
月
14
日（
金
）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
378
・
６

３
６
６

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
あ
な

た
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す

５
月
12
日
は

　

民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日

内
容
や
個
人
情
報
が
漏
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課
地

域
福
祉
係

で
き
る
時
間
帯
が
異
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

子
ど
も
家
庭
支

５月申請分から切り替わります

　

子
ど
も
手
当
の
申
請
案
内
は
、

４
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
。
案

内
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
子
育

て
支
援
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽
場
所 

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽
受
付
期
限 

５
月
12
日（
水
）

※
５
月
９
日（
日
）の
休
日
開
庁
日

は
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
（
子
ど

も
手
当
臨
時
受
付
窓
口
）
で
受
付

を
行
い
ま
す
。

※
郵
送
で
申
請
さ
れ
た
場
合
、
５

月
12
日
市
役
所
到
達
分
ま
で
が
一

斉
受
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

子
育
て
支
援
課

児
童
係

援
セ
ン
タ
ー　

☎
378
・
６
３
６
６



22・5・１ 代表電話は378－2111 （6）

医
療
費
通
知

　

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
医
療
費
等
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。
内
容
は
、
受
診
し
た

「
診
療
月
」「
診
療
区
分
」「
医
療
機

関
名
称
」「
医
療
費
等
総
額
」
な
ど

で
す
。

　

こ
れ
は
健
康
と
医
療
に
対
す
る

認
識
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

医
療
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
保
険
者
で
あ
る
東
京

都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
送
付
す
る
も
の
で
す
。

※
こ
の
通
知
に
伴
う
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
対
象 

21
年
７
月
か
ら
12
月
ま

で
の
間
に
、医
科
、歯
科
、調
剤
、

訪
問
看
護
の
医
療
費
総
額
（
自
己

負
担
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
が
、

１
カ
月
で
３
万
円
を
超
え
た
方
、

　

22
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
申
請
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象 

次
の
資
格
で
失
業
等
給

付
を
受
け
る
方　

⑴
雇
用
保
険
の

特
定
受
給
資
格
者
（
倒
産
・
解
雇

な
ど
に
よ
る
離
職
）　

⑵
雇
用
保
険

の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国

民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
学

生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
を
さ
れ
て
い
て
、
お
困
り

の
こ
と
や
お
悩
み
の
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
認
知
症
介
護
者
交
流

倒
産
・
解
雇
・

雇
い
止
め

な
ど
に
よ
る

離
職
を
さ
れ
た
方

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て

認知症の方と
共に暮らすためには

認知症介護者交流会
開催します

高
齢
者
入
浴
券

助
成
事
業

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険

特
定
健
康
診
査

（
40
歳
以
上
の
加
入
者
対
象
）

ま
た
は
、
21
年
７
月
か
ら
12
月
ま

で
の
間
に
、
治
療
用
装
具
、
柔
道

整
復
、
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

指
圧
、
は
り
、
き
ゅ
う
な
ど
に
係

る
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
方

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

方
は
、
市
役
所
へ
申
請
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
、
認
定

証
）」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
さ

れ
た
認
定
証
を
入
院
時
に
医
療
機

関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一

部
負
担
金
限
度
額
と
食
事
代
が
上

表
の
該
当
す
る
所
得
区
分
の
金
額

と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

⑴
被
保
険
者
証

⑵
印
鑑

高
齢
者
の
徘
徊
行
動
で

お
困
り
の
方
へ

探
索
用
機
器
の

貸
し
出
し

脳
ド
ッ
ク
の
助
成

　

受
診
日
現
在
、
納
期
限
の
到
来

し
た
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

完
納
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
脳

ド
ッ
ク
検
診
料
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
（
受
診
日
の
属
す
る
年
度
に

入院時の一部負担金限度額と食事代の減額

所得区分 一部負担金限度額
（月額）

食事代
（１食当たり）

低
所
得
Ⅱ
世帯全員が住民税非課税 24,600円 210円

低
所
得
Ⅰ

世帯全員が住民税非課税で、それぞれ
の所得金額がすべて0円（公的年金の
控除は800,000円として計算）または
被保険者が老齢福祉年金受給者

15,000円 100円

つ
き
１
回
）。

　

助
成
額
は
、
負
担
し
た
脳
ド
ッ

ク
検
診
料
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
で
す
。
た
だ
し
、
当
該
相
当

額
が
２
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

２
万
円
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

⑴
被
保
険
者
証

⑵
脳
ド
ッ
ク
の
領
収
書

⑶
印
鑑

⑷
振
込
先
の
分
か
る
も
の

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

保
険
年

金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係

な
ど
に
よ
る
離
職
）

▽
申
請
方
法 

市
役
所
１
階
５
番

の
国
民
健
康
保
険
係
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
『
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
』
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
軽
減
の
内
容 

国
民
健
康
保
険

税
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り

算
定
さ
れ
ま
す
。
軽
減
は
、
前
年

の
給
与
所
得
を
そ
の
100
分
の
30
と

見
な
し
て
行
い
ま
す
。

▽
軽
減
の
期
間　

離
職
の
翌
日
か

ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、

途
中
で
就
職
し
て
も
引
き
続
き
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　

制
度
が
始
ま
る
前
の
１
年
以
内

（
21
年
３
月
31
日
以
降
）
に
離
職

さ
れ
た
方
は
、
22
年
度
に
限
り
国

民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
の
収

入
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
と
、
在

学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
が
未
納
の

ま
ま
だ
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に

よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
受
付
・
問
い
合
わ
せ　

保

険
年
金
課
年
金
係

※
こ
の
ほ
か
国
民
年
金
に
関
す
る

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先
は
、
日
本

年
金
機
構
府
中
年
金
事
務
所
（
☎

361
・
１
０
１
１
）
で
す
。

会
で
は
、
皆
さ
ん
の
経
験
を
共
有

し
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
対
象 

現
在
、
認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
る
家
族
や
介
護
し
た

経
験
の
あ
る
方

▽
期
日 

６
月
９
日（
水
）

▽
時
間 

午
前
10
時
15
分
〜
11
時

50
分

▽
会
場 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

▽
講
師 

榎
本　

退
助
氏
（
稲
城

市
事
業
者
連
絡
会
会
長
・
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
苑

加
藤
・
窪
田　

☎
379
・
５
５
０
０

　

75
歳
以
上
の
方
で
自
宅
に
風
呂

の
無
い
方
な
ど
に
入
浴
券
を
年
間

50
枚
ま
で
支
給
し
ま
す
。
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
相
談
・
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
５
月
１

日
か
ら
１
カ
月
間
、
社
員
増
強
運

動
を
実
施
し
ま
す
。
社
員
と
は
、

毎
年
一
定
額
（
500
円
以
上
）
の
事

業
資
金
（
社
費
）
を
出
資
い
た
だ

け
る
方
々
の
こ
と
で
す
。
集
め
ら

れ
た
資
金
は
、
献
血
事
業
や
救
援

活
動
を
は
じ
め
と
す
る
赤
十
字
の

様
々
な
事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
運
動
期
間
中
、
各
ご
家

庭
を
自
治
会
な
ど
の
協
力
委
員
の

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
予

防
を
目
的
と
し
た
「
特
定
健
康
診

査
」
を
行
い
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
加
入
者
に
は
市
か
ら
５
月
中
旬

以
降
に
順
次
「
受
診
券
」
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
市
内
の
指
定
医
療

機
関
（
左
表
参
照
）
で
予
約
の
う

え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
６
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。

※
期
間
終
了
間
際
は
大
変
混
み
合

い
、
受
診
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
受
診
券
を
受
け
取
っ
た
後

は
、早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象 

４
月
１
日
か
ら
受
診
日

ま
で
継
続
し
て
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
方

※
40
歳
に
到
達
す
る
方
も
対
象

▽
受
診
期
間

○
40
歳
〜
64
歳
の
方
＝
９
月
30
日

ま
で

○
65
歳
〜
74
歳
の
方
ま
た
は
11
月

以
降
に
75
歳
と
な
る
方
＝
10
月
31

日
ま
で

※
年
齢
は
23
年
３
月
31
日
現
在
の

も
の

▽
問
い
合
わ
せ 

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係

特定健康診査指定医療機関
医療機関名 所在地 電話番号

石坂医院 矢野口 377－5278

谷平医院 矢野口 377－6433

矢野口クリニック 矢野口 379－0939

こせき内科クリニック 矢野口 377－0035

かじわら内科・泌尿器科
クリニック 矢野口 370－8770

松本医院 東長沼 377－6027

東長沼クリニック 東長沼 379－4851

あべ内科クリニック 東長沼 379－4870

稲城腎・内科クリニック 東長沼 370－7611

菜の花クリニック 東長沼 313－9272

稲城市立病院 大丸 377－0931

稲城診療所 大丸 377－6128

菊池医院 百村 378－3333

高クリニック 平尾 331－8201

簡野クリニック 平尾 331－8570

平尾内科クリニック 平尾 331－8221

桜井医院 押立 378－3224

向陽台クリニック 向陽台 378－6677

長峰クリニック 長峰 350－7171

若葉台クリニック 若葉台 350－6075

※予約・受診時間は医療機関によって異なります。

方
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
福
祉
課
の
窓
口
で

も
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

生
活
福
祉
課
地

域
福
祉
係

▽
対
象 

75
歳
以
上
の
市
民
税
・

都
民
税
非
課
税
世
帯
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
自
宅
に
風
呂
の
無
い
方　

②
故

障
な
ど
で
風
呂
が
長
期
間
使
用
で

き
な
い
方

※
21
年
度
の
利
用
者
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
が
、

生
活
保
護
受
給
者
、
寝
た
き
り
な

ど
の
方
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
方
は
助
成
で
き
ま
せ

ん
。

※
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

▽
助
成
枚
数 
一
人
50
枚
ま
で

※
申
請
日
に
よ
り
枚
数
が
異
な
り

ま
す
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福

祉
課
高
齢
福
祉
係

　

衣
服
な
ど
に
付
け
る
位
置
情
報

小
型
端
末
機
器
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

徘
徊
高
齢
者
の
生
活
の
安
全
を

図
る
う
え
で
、
位
置
情
報
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
緊
急
対
処
員
に
よ
る

探
索
・
保
護
な
ど
の
協
力
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

▽
対
象 

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で

徘
徊
行
動
の
あ
る
方

▽
費
用 

加
入
料
金
な
ど
＝
７
千

円
（
税
別
）、
月
額
基
本
料
金
＝

500
円
（
税
別
）

※
い
ず
れ
も
半
額
を
対
象
者
負
担

※
緊
急
対
処
員
が
現
場
へ
急
行
す

る
場
合
は
、別
途
１
万
円
（
税
別
）

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

※
低
額
所
得
者
世
帯
な
ど
に
対
す

る
一
部
減
免
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福

祉
課
高
齢
福
祉
係

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

日
赤
活
動

資
金
募
集

入
院
時
の
一
部
負
担
金
限
度
額

と
食
事
代
の
減
額
（
下
表
参
照
）

制
度
が
始
ま
る
前
の

失
業
に
つ
い
て
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強引な勧誘で契約させる
投資用マンションの

相談が急増！

裁
判
例
情
報
、
司
法
統
計
、
見
学
・
傍
聴
案
内
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
情
報
に
つ
い
て
は
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.courts.g

o.jp/

）、
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
制
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.saibanin.courts.g

o.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

☎
３
７
７
・
２
２
１
２

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
３
３
１
・
７
１
５
６

　

市
で
は
臨
時
職
員
の
登
録
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
登
録
後

は
欠
員
な
ど
の
必
要
に
応
じ
て
、

面
接
な
ど
の
連
絡
を
し
ま
す
。

▽
職
種 

一
般
事
務
、
保
育
士
、

学
童
・
児
童
館
指
導
員
な
ど 

▽
勤
務
場
所 

市
役
所
、
市
施
設 

▽
勤
務
時
間 

原
則
週
30
時
間
未

満 ▽
賃
金 

時
給
880
円
（
一
般
事
務

の
場
合
）

▽
登
録
期
間 

登
録
の
日
か
ら
約

1
年
間

※
再
度
希
望
す
る
場
合
は
、
改
め

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
方
法 

臨
時
職
員
登
録
台

帳
兼
履
歴
書
（
人
事
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ

ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

３
月
19
日（
金
）に
、
稲
城
第
三

小
学
校
の
皆
さ
ん
が
社
会
福
祉
協

議
会
に
車
い
す
を
寄
付
す
る
贈
呈

式
が
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

稲
城
第
三
小
学
校
の
６
年
生
か

ら「
プ
ル
タ
ブ
・
ア
ル
ミ
缶
を
車
い

す
に
換
え
て
、
必
要
な
と
こ
ろ
に

寄
付
し
よ
う
」
と
い
う
意
見
が
出

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
６
年
生
が

中
心
と
な
っ
て
20
年
度
か
ら
プ
ル

タ
ブ
・
ア
ル
ミ
缶
回
収
を
全
校
児

童
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
毎
週
火

登
録
し
ま
せ
ん
か

臨
時
職
員

曜
日
の
朝
に
集
め
ら
れ
、
今
年
３

月
ま
で
に
集
め
ら
れ
た
プ
ル
タ
ブ・

ア
ル
ミ
缶
の
量
は
１
８
０
０
㎏
と

い
う
膨
大
な
量
に
な
り
ま
し
た
。

　

稲
城
第
三
小
学
校
の
皆
さ
ん
の

気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
に
詰
ま
っ
た

車
い
す
を
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
問
い
合
わ
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー　

☎
378
・
３
８
０
０

ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
を
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
・
問
い
合
わ
せ　

人
事
課

人
事
給
与
係

▽
職
種 

学
校
薬
剤
師

▽
応
募
資
格 

薬
剤
師
の
資
格
を

有
し
、
市
に
在
勤
ま
た
は
在
住
し

て
い
る
方

▽
職
務
内
容 
学
校
の
環
境
衛
生

検
査
な
ど

▽
担
当
校 

市
立
小
・
中
学
校

▽
勤
務
時
期 

平
成
23
年
４
月
〜

24
年
３
月

▽
募
集
人
員 

若
干
名

▽
応
募
方
法 

事
前
に
問
い
合
わ

せ
の
う
え
、
履
歴
書
と
資
格
の
免

許
証
の
写
し
を
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市

学
校
薬
剤
師
会
（
〒
206
・
0804
稲
城

募
集
し
ま
す

稲
城
市
学
校

薬
剤
師
会
の
会
員

稲
城
第
三
小
学
校
の
皆
さ
ん
が

社
会
福
祉
協
議
会
に車い

す
を
寄
贈

平
成
23
年
歌
会
始

　
　
　
　
　

お
題
「
葉
」

22
年
度 

障
害
者
雇
用
支
援

月
間
ポ
ス
タ
ー
原
画

（
絵
画
・
写
真
）
募
集

　

宮
中
で
、
年
の
初
め
に
行
わ
れ

る
「
歌
会
始
」
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

※
詠え

い

進し
ん

要
領
な
ど
の
詳
細
は
、「
宮

内
庁
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

申
封
筒
表
に
「
詠
進
歌
」
と
明
記

し
て
、
９
月
30
日
（
木
）（
消
印

有
効
）ま
で
に
郵
送
（
〒
100
・
8111

宮
内
庁
）
し
て
く
だ
さ
い
。

問
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、問
い

合
わ
せ
内
容
を
明
記
の
う
え
、
返

信
用
切
手
を
張
っ
た
封
筒
を
同
封

し
、
９
月
20
日（
月
）ま
で
に
、
郵

送
（
〒
100
・
8111
宮
内
庁
式
部
職
）

し
て
く
だ
さ
い
（
電
話
は
不
可
）。

　

障
害
者
雇
用
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年

障
害
の
あ
る
方
々
か
ら
絵
画
と
写

真
を
募
集
し
、
そ
の
優
秀
作
品
を

も
と
に
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
の

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
掲
示
し
て
い

ま
す
。

▽
応
募
作
品
・
テ
ー
マ　
（
１
）絵

画
に
つ
い
て
は
、
働
く
こ
と
、
ま

た
は
仕
事
に
関
係
の
あ
る
内
容
の

も
の　
（
２
）写
真
に
つ
い
て
は
、

障
害
の
あ
る
方
の
仕
事
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、
障
害
の
あ
る
方
が
働

い
て
い
る
姿
を
撮
影
し
た
も
の

※
応
募
資
格
、
様
式
な
ど
に
つ
い

て
は
、「
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支

援
機
構
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

限
６
月
18
日（
金
）

申
問
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害

者
雇
用
支
援
機
構　

総
務
部
情
報

公
開
広
報
課
（
〒
105
・
0022
東
京
都

港
区
海
岸
１
の
11
の
１　

ニ
ュ
ー

ピ
ア
竹
芝
ノ
ー
ス
タ
ワ
ー
15
Ｆ
）

☎
03
・
５
４
０
０
・
１
８
８
５
、

03
・
５
４
０
０
・
１
６
３
８

駒
澤
学
園
心
理
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
１
回
セ
ミ
ナ
ー

『
児
童
養
護
施
設
に

お
け
る
心
理
臨
床
』

　

児
童
養
護
施
設
と
は
ど
の
よ
う

な
施
設
で
あ
る
か
に
つ
い
て
や
、

心
理
臨
床
活
動
の
事
例
な
ど
を
お

話
し
し
ま
す
。

日
５
月
15
日（
土
）

時
午
後
1
時
30
分
〜
3
時 

場
大
学
館
10
―
11
教
場

※
申
し
込
み
不
要
、
費
用
無
料
。

直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問
駒
澤
学
園
広
報
部　

☎
331
・
１

９
１
１

春
の
園
芸
講
習
会

　

エ
レ
ガ
ン
ト
な
色
合
い
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
。
初
夏
に
向
か
っ
て

の
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作

り
ま
す
。
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
お
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ

の
フ
ォ
ー
カ
ル
ポ
イ
ン
ト
に
し
ま

し
ょ
う
。
横
山
流
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

ワ
ー
ル
ド
を
お
楽
し
み
に
！

日
５
月
20
日（
木
）

時
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
総
合
体
育
館
グ
リ
ー
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

定
25
人
（
先
着
順
）

▽
講
師 
横
山　

ひ
ろ
み
氏
（
ガ

ー
デ
ン
デ
コ
レ
ー
タ
ー
）

▽
持
ち
物 

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ

ン
、
薄
い
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
持
ち

帰
り
袋
（
大
）

費
２
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

限
５
月
２
日（
日
）〜
11
日（
火
）午

前
９
時
〜
午
後
４
時

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
の

ビ
ー
ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ
講
習
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

勉
強
会
開
催

　

星
型
の
か
わ
い
い
ビ
ー
ズ
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

母
の
日
に
最
適
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

た
く
さ
ん
取
り
揃
え
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
５
月
26
日（
水
）

時
午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

場
あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
（
大
丸
118
の

５
。
ペ
ア
リ
ー
ロ
ー
ド
稲
城
商
店

街
・
東
長
沼
交
差
点
南
）

▽
講
師　

越
智　

幸
子
氏

　

商
工
会
で
は
、
ネ
ッ
ト
通
販
で

売
上
増
を
目
指
す
勉
強
会
「
稲
城

３
万
ド
ル
倶
楽
部
」
を
開
催
し
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
か
ら
集

客
ま
で
の
技
術
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し

ま
す
。

日
５
月
25
日（
火
）・
６
月
１
日

（
火
）・８
日（
火
）・
15
日（
火
）・
22
日

（
火
）・７
月
２
日（
金
）の
全
６
回

時
午
後
２
時
〜
５
時

場
地
域
振
興
プ
ラ
ザ

内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
検
索
エ

ン
ジ
ン
対
策
な
ど

費
会
員
＝
１
万
２
千
円
、
非
会
員

＝
２
万
４
千
円（
全
６
回
分
、税
込
）

入
会
説
明
会

対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
働
く

事
例
１　

職
場
に
投
資
用
マ
ン

シ
ョ
ン
の
勧
誘
電
話
が
し
つ
こ

く
あ
り
困
っ
て
い
る
。
全
く
興

味
が
な
か
っ
た
の
で
断
る
と

「
話
を
聞
い
て
み
な
い
と
興
味

が
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
、
あ
ま
り

に
し
つ
こ
い
の
で
１
時
間
く
ら

い
相
手
の
話
に
付
き
合
っ
た
。

そ
の
後
、
断
っ
た
ら
、「
土
下

座
し
て
謝
れ
」「
家
族
が
ど
う

な
っ
て
も
い
い
の
か
」
な
ど
脅

さ
れ
た
。
こ
の
ま
ま
放
置
し
て

い
る
と
、
家
族
に
も
影
響
が
出

る
よ
う
で
不
安
で
あ
る
。
会
っ

て
は
っ
き
り
断
ろ
う
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
た

ら
い
い
か
教
え
て
ほ
し
い
。

（
相
談
者　

男
性　

50
代
）

事
例
２　

職
場
で
し
つ
こ
い
勧

誘
を
受
け
、
断
る
つ
も
り
で
夜

７
時
こ
ろ
に
会
社
近
く
の
喫
茶

店
で
営
業
担
当
２
人
と
会
っ

た
。
何
度
も
断
っ
て
帰
ろ
う
と
す

る
と
、「
社
長
」
と
呼
ば
れ
る
上

司
が
来
て
「
長
時
間
社
員
２
人
を

拘
束
し
て
ど
う
し
て
く
れ
る
」
と

す
ご
ま
れ
、
朝
方
５
時
ま
で
「
投

資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
は
リ
ス
ク
が
少

な
い
、
年
金
代
わ
り
に
な
る
」
な

ど
強
引
な
勧
誘
を
受
け
て
２
千
500

万
円
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
申
込
書
・

承
諾
書
・
ロ
ー
ン
審
査
書
に
サ
イ

ン
を
し
て
し
ま
っ
た
。
警
察
に
相

談
し
た
ら
消
費
者
相
談
室
を
紹
介

さ
れ
た
。解
約
し
た
い
が
可
能
か
。

（
相
談
者　

男
性　

30
代
）

　

不
況
で
収
入
減
に
な
っ
た
と
か

退
職
後
の
年
金
の
不
安
な
ど
か
ら
、

副
収
入
を
求
め
る
消
費
者
が
増
え

て
い
る
中
で
、
安
定
収
入
を
う
た

っ
て
強
引
に
投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン

の
契
約
を
さ
せ
る
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。
中
に
は
、
断
っ
て
い
る

消
費
者
に
朝
方
ま
で
強
引
に
勧
誘

を
し
て
契
約
を
さ
せ
る
悪
質
な
ケ

ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
態
は
、
説
明
さ
れ

た
よ
う
な
副
収
入
は
得
ら
れ
ず
住

宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
が
で
き
な
い

と
い
う
相
談
が
目
立
ち
ま
す
。
一

度
契
約
す
る
と
解
約
は
非
常
に
困

難
で
す
の
で
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

を
う
の
み
に
し
て
契
約
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

１　

契
約
す
る
つ
も
り
が
な
い

場
合
は
、
電
話
勧
誘
を
受
け
た

段
階
で
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ

う
。
断
っ
て
も
再
勧
誘
す
る
行

為
は
、
法
令
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、「
し
つ
こ
い
勧
誘

は
法
律
違
反
に
な
る
」
こ
と
を

告
げ
二
度
と
か
け
て
こ
な
い
よ

う
に
申
し
入
れ
ま
し
ょ
う
。

２　

断
る
つ
も
り
で
会
う
と
相

手
の
ペ
ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
契
約
す
る
気
が
な

い
場
合
は
、
絶
対
に
会
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３　
「
自
己
負
担
は
な
い
」「
老

後
の
年
金
の
代
わ
り
に
な
る
」

な
ど
の
甘
い
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

を
う
の
み
に
し
て
契
約
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４　

営
業
所
以
外
の
場
所
で
売

主
（
宅
地
建
物
取
引
業
者
）
と

契
約
し
た
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
ら

書
面
を
受
け
取
っ
て
８
日
以
内

に
契
約
解
除
の
通
知
を
し
ま
し

ょ
う
。

（
東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ

局
よ
り
）

消
費
者
相
談
室

☎
378
・
３
７
３
８

（
月
〜
金
曜
日
）

市
百
村
１
６
２
４
の
１　

薬
局
こ

や
ま
内
）　

☎
379
・
１
１
７
５

費 

800
円
（
材
料
費
込
）

※
白
か
グ
レ
ー
の
ど
ち
ら
か
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。

申
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

先
問
あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ　

☎
377
・６

５
４
６

意
欲
の
あ
る
方 

※
就
職
、
転
職
希
望
者
を
除
く
。 

日
５
月
11
日（
火
）

時
午
後
１
時
30
分
〜

場
地
域
振
興
プ
ラ
ザ 

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。商

工
会

商
工
会だよ

り

商
工
会

商
工
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
３
７
７
・
１
６
９
６

社
会
福
祉

協
議
会
か
ら

▲車いす贈呈式の様子

▲

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

▲
星
型
の
ビ
ー
ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ



22・5・１ 代表電話は378－2111 （8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。

胃がん検診希望
１．期日　6月7日
　　会場　iプラザ
２．住所
３．氏名（フリガナ）
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

2歳6カ月児歯科
健診希望

1．健診日 5月28日
2．幼児氏名（フリガナ）
3．保護者氏名
4．幼児生年月日
5．住所
6．電話番号

▲申し込み記入例

▲申し込み記入例

※
今
回
１
回
目
の
方
は
、
秋
が
2

回
目
に
な
り
ま
す
。

▽
個
人
通
知 

１
回
目
＝
21
年
６

月
１
日
〜
22
年
１
月
31
日
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
郵
送　

２

回
目
＝
21
年
２
月
１
日
〜
21
年
５

月
31
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
対

象
に
郵
送

※
個
人
通
知
の
対
象
で
な
い
方
で

も
接
種
年
齢
を
満
た
し
て
い
れ
ば

受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
持
ち
物 

母
子
健
康
手
帳
、
予

診
票

※
予
診
票
は
、
接
種
会
場
に
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
時
の
注
意

○
保
護
者
の
方
は
、「
お
知
ら
せ
」

と
小
冊
子「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の

健
康
」を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象 

接
種
日
現
在
、
生
後
３

カ
月
以
上
６
カ
月
に
至
る
ま
で
の

の
お
子
さ
ん

※
生
後
３
カ
月
の
方
に
は
通
知
を

郵
送
し
ま
す
。

▽
期
日 

５
月
13
日（
木
）

▽
受
付
時
間 

午
後
１
時
15
分
〜

３
時
15
分

▽
会
場 

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
持
ち
物 

母
子
健
康
手
帳
、
予

診
票

※
生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
自
費

と
な
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
病
気

な
ど
に
よ
り
、
当
日
接
種
で
き
な

５月１日～17日

※ 予約が必要な相談は、午前8時30分から午後5時まで予約を受け付けます（予約受
付日は各相談によって異なります）。 
※ 経済課の相談予約は先着順（☎378－2286）です。
※9日(日)の法律相談は7日(金)に予約を受け付けます。
※19日（水）に実施する住宅リフォーム相談は、10日（月）まで受け付けます。
※消費者相談は（☎378－3738）でも相談できます。 
※福祉センターの相談予約は（☎378－3366）です。

5／1 土 　

2 日 +休日急病診療所　東長沼クリニック（東長沼）９時～５時 ☎379－4851
+休日薬局　　　　徳永薬局東長沼店（東長沼）９時～５時 ☎370－7837

3 月 +休日急病診療所　谷平医院（矢野口）　９時～５時 ☎377－6433
+休日薬局　　　　マスキ薬局（矢野口）　９時～５時 ☎377－6025

4 火 +休日急病診療所　稲城診療所（大丸）　９時～５時 ☎377－6128
+休日薬局　　　　南多摩調剤薬局（大丸）　９時～５時 ☎379－4382

5 水 +休日急病診療所　やのくち小児科アレルギー科（矢野口）９時～５時 ☎370－7707
+休日薬局　　　　稲城薬局（矢野口）　９時～５時 ☎370－2182

6 木
法律相談 ９時～正午（予約終了） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

7 金
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時30分～４時30分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

8 土 心の専門相談 １時～４時（前日までに予約） 福祉センター

9 日

+休日急病診療所　桜井医院（押立）　９時～５時 ☎378－3224
休日窓口　８時30分～５時（正午～１時を除く）
　　　　　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
　　　　　 ※子育て支援課（子ども手当臨時受付窓口１階ロビー）
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係

10 月
離乳食調理講習会（21年12月生まれ） 保健センター
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

11 火

３カ月～４カ月児健康診査（22年１月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～11時（前日までに予約） 保健センター
交通事故相談 ９時～正午（前日までに予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
行政相談 １時30分～４時30分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

12 水

１歳６カ月健康診査（20年10月生まれ） 保健センター
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
女性の悩み相談 10時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
不動産相談 １時30分～４時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

13 木
１歳児歯科健診（21年4月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
登記相談 １時30分～４時30分（前日予約） 経済課消費生活係

14 金
母子健康相談 ９時～11時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

15 土
16 日 +休日急病診療所　高クリニック（平尾）９時～５時 ☎331－8201

17 月 消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

み
ん
な
の
健
康

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。 稲

城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
206
・
0804
稲
城
市
百
村
112
の
１

☎
378
・
３
４
２
１

胃
が
ん
検
診

2
歳
6
カ
月
児

歯
科
健
診　

胃
が
ん
検
診　

2
歳
6
カ
月
児

歯
科
健
診　

親
子
歯
み
が
き
教
室

０
歳
児
の
ケ
ア

予
防
接
種

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

▽
対
象 

昭
和
51
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
（
原
則
１
年
度
に

１
回
の
受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、治
療
中
・

妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
期
日 

６
月
７
日（
月
）

▽
時
間 

午
前
９
時
〜
正
午

▽
会
場 

ｉ
プ
ラ
ザ

▽
定
員 

40
人
（
抽
選
）

▽
検
査
方
法 

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

　

歯
医
者
さ
ん
で
歯
科
健
診
を
受

け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
や
、
食
べ

方
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
を
対
象

に
歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象 

平
成
19
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

▽
期
日 

５
月
28
日（
金
）

▽
受
付
時
間 

午
前
９
時
20
分
〜

10
時
30
分

▽
会
場 

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容 

歯
科
健
診
・
個
別
相
談

（
食
事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

▽
持
ち
物 

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
、コ
ッ
プ
、ハ
ン
ド
タ
オ
ル

▽
申
込
方
法 

記
入
例
を
参
照
の

う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持

参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限 

５
月
21
日（
金
）必

　
「
歯
が
生
え
て
き
た
け
ど
、
う

ま
く
歯
み
が
き
で
き
な
い
な
ぁ
」

と
い
う
方
や
、「
ま
だ
、
歯
が
生

え
て
き
て
い
な
い
け
ど
、
何
か
今

か
ら
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
か
な

ぁ
」
と
い
う
方
、
親
子
で
歯
み
が

き
の
練
習
や
そ
の
準
備
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
対
象 

第
一
子
で
、
１
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▽
期
日 

５
月
19
日（
水
）

▽
受
付
時
間 

午
前
９
時
15
分
〜

　

５
月
６
日（
木
）か
ら
歯
周
疾
患

検
診
・
改
善
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

▽
期
間 

５
月
６
日（
木
）〜
23
年

３
月
31
日（
木
）

▽
対
象 

平
成
22
年
４
月
２
日
か

ら
23
年
４
月
１
日
ま
で
の
期
間
に
、

40
・
50
・
60
・
70
歳
に
な
る
方

▽
内
容 

問
診
、
歯
周
組
織
検
査

※
問
診
の
結
果
か
ら
、
歯
み
が
き

の
方
法
な
ど
特
に
改
善
を
必
要
と

す
る
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
指
導

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
費
用 

無
料

※
治
療
が
必
要
な
場
合
は
自
費

　

国
の
「
麻
し
ん
排
除
計
画
」
に

基
づ
き
、
中
学
１
年
生
、
高
校
３

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方
を
対

象
に
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象 

第
３
期
＝
平
成
９
年
４

月
２
日
〜
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
、第
４
期
＝
平
成
４
年
４
月
２

日
〜
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▽
期
間 

23
年
３
月
31
日
ま
で

▽
会
場 

指
定
医
療
機
関

※
対
象
者
に
は
、
４
月
に
お
知
ら

▽
対
象
（
接
種
年
齢
）　

生
後
3

カ
月
か
ら
７
歳
６
カ
月
に
至
る
ま

で
の
お
子
さ
ん

▽
会
場
・
期
日 

下
表
の
と
お
り

▽
受
付
時
間 

午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

▽
接
種
回
数 

41
日
以
上
の
間
隔

を
あ
け
て
２
回
投
与

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

▽
受
診
料 

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は
440
円
（
保

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方

※
期
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

記
入
例
を
参
照
の

う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
電
子
申

請
サ
ー
ビ
ス
（https://www.e-

tetsuzuki99.com
/tokyo/

）〔
携

帯
電
話
か
ら
は
（https://www.

e-tetsuzuki99.com
/eap-

m
obile/Entrance.do?com

m
 

and=M
AIN_M

ENU&lcd=13 
2250

）〕、窓
口
持
参
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
は
、「
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
く
ら
し
の
情
報

↓
手
続
き
・
届
け
出
↓
電
子
申
請

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
か
ら
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
申
込
期
限 

５
月
10
日（
月
）必

着※
抽
選
結
果
は
期
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

着

ポリオ予防接種
会　場 期　　日

保健センター ５月17日（月）、６月
１日（火）・15日（火）

第二文化
センター ６月７日（月）

第三文化
センター

５月24日（月）、６月
14日（月）

ｉプラザ ５月18日（火）

予
防
接
種

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

親
子
歯
み
が
き
教
室

０
歳
児
の
ケ
ア

実
施
し
ま
す

　

歯
周
疾
患
検
診
・

改
善
指
導　

22
年
度　

麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

予
防
接
種（
３
期
・
４
期
）

▽
受
診
券
発
送
時
期

○
４
月
下
旬
発
送
＝
昭
和
15
年
・

25
年
・
35
年
・
45
年
の
４
月
２
日

〜
７
月
31
日
生
ま
れ

○
６
月
下
旬
発
送
＝
昭
和
15
年
・

25
年
・
35
年
・
45
年
の
８
月
１
日

〜
11
月
30
日
生
ま
れ

○
９
月
下
旬
発
送
＝
昭
和
15
年
〜

16
年
・
25
年
〜
26
年
・
35
年
〜
36

年
・
45
年
〜
46
年
の
12
月
１
日
〜

翌
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
申
込
方
法 

指
定
歯
科
医
療
機

関
に
予
約
し
、
市
か
ら
郵
送
し
た

受
診
券
を
持
参
し
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

市
民
シ
ー
ト
で
応
援
し
よ
う
！　

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
㈱　

山
下　

☎
044
・
946
・
３
０
４
１

①
５
月
２
日（
日
）
午
後
７
時
〜
VS
サ
ガ
ン
鳥
栖
／
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム　

②
５
月
８
日（
土
）
午
後
４
時
〜
VS
ザ
ス
パ
草
津
／
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム　

③
５
月
30
日（
日
）
午
後
４
時
〜
VS
横
浜
Ｆ
Ｃ
／
国
立
競
技
場
（
市
民
シ
ー
ト
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
）

予
防
接
種

　

ポ
リ
オ

　
（
急
性
灰か

い

白は
く

髄ず
い

炎え
ん

）

予
防
接
種

　

ポ
リ
オ

　
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

せ
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
転
入
な

ど
で
予
診
票
が
な
い
場
合
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽
費
用 

無
料
（
公
費
負
担
）

注
意

○
保
護
者
の
方
は
、
お
知
ら
せ
に
同

封
の
「
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
の
説

明
」
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

○
保
護
者
が
同
伴
し
な
い
場
合
は
、

「
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
る
に
当
た
っ
て
の
同
意
書
」

及
び
「
予
診
票
」
の
「
保
護
者
が

同
伴
し
な
い
場
合
」
の
自
署
欄
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

22
年
度　

麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

予
防
接
種（
３
期
・
４
期
）

い
方
は
、
早
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
会
場 

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容 

ミ
ニ
集
団
で
の
講
話
・

歯
ブ
ラ
シ
指
導
・
個
別
相
談

▽
持
ち
物 

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ（
使
用
し
て
い
る
場
合
）、

バ
ス
タ
オ
ル

▽
募
集
人
数 

30
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法 

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。


